
中高生世代の居場所に関する
アンケート調査結果

グループワーク（ＧＷ）の概要



１ 中高生世代の居場所に関するアンケート結果(GWの概要)

（１）調査期間

令和５年５月１日（月）～５月２３日（火）

（２）調査対象【調査方法】

ア 柏市立公立中学校（全２１校）【GIGA端末】

イ 柏市立柏高等学校【GIGA端末】

ウ ラコルタ柏学習スペース利用者

パレット柏オープンスペース利用者

エ 教育支援センターきぼうの園他３センター

（３）回答数（回答率）(5月26日時点)

ア 柏市立公立中学校（全２１校） ７０８６件（約６７％）

イ 柏市立柏高等学校 ７４４件（約８４％）

ウ ラコルタ柏学習スペース利用者 ８８件

パレット柏オープンスペース利用者 ３５件

エ 教育支援センターきぼうの園他３センター １０件
６



７

２ 中高生世代の居場所に関するアンケート結果(GWの概要)
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NO 疑問，意見，協議内容 考 察

問４ 「3.わからない」(21％)が多い
「自分らしくほっとできる場所」の想像がつかない。定義がわからないのではないか。
「居場所」を端的に表せる言葉があるとイメージしやすいでは。

問４
居場所が欲しい？
⇒「1.はい」（52％）

今の居場所がなくなってしまった時の応急処置での第二の居場所。（万一，今の居場所がなくなった時でも
行ける場所をストックしておきたい）

問４，５
Ｑ５居場所「1.ある」（72％）けど，Ｑ
４居場所が欲しい「1.はい」（52％）人
がいるのは？

今の居場所に満足していないのではないか。

問４，５ 自分らしくホッとできる場所とは？
身近な場所，関係が深い所（親しい）。
親族関係と施設では，認識，意識が全く違う。
身近で生活の一部であることが大切

問５
居場所があるか？
⇒「2.ない」（28％）

物理的な場所がない。フリーにできる場所でも最低限のルールは必要

問１～３は
学校，学年，
性別の回答
のため省略。

第3回ミーティングのグループワークにおける意見等や考察
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３ 中高生世代の居場所に関するアンケート結果(GWの概要)
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1％

問６，７は
問５で居場
所が「あ
る」と回答
した方のみ

NO 疑問，意見，協議内容 考 察

問６
回答の例示の場所だと限られた人にしか会え
ない

知らない人や物，事と出会える場所がほしいのでは。

問６ 「3.塾や習い事・・・」（13％） 気軽に行けない。※もっと気軽に誰とでも一緒にいれる場所がほしい。

問６ 「7.ラコルタ柏，パレット柏」（2％） 認知度が，低いのでは。

問６
「8.子ども食堂，無料で教えてくれる場所」
（1％）

敷居（ハードル）が高いのでは。

問６ 「1.祖父母・親戚の家」（22％），「2.友達の家」（15％）のほか，もっと自由な場所がほしい。

問６ 周りの人の目がある
硬いイメージを無くすことが大切。
オープンで透明性がある。

問６
「1.祖父母・親戚の家」（22％）が一番多い。
なぜか。

優しいから⇒安心
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４ 中高生世代の居場所に関するアンケート結果(GWの概要)
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問８，９は問
５で居場所が
「ない」と回
答した方のみ

NO 疑問，意見，協議内容 考 察

問８
「4.お金がかかる。時間が合わない」
（26％）

完全無料でなくても学割などで利用料を安くする（無料であることに越したことはないが財政面などを考慮すると
必要なのかな？）

問8 「3.その他」（13％）はどんな意見か？

居場所が近くにない？行く気力がない？⇒みんなでわいわい過ごす所（それぞれやりたい事は違う）と一人，二人
ほどで落ち着いて過ごす所両方必要では。（そのための照明，設備）
みんなでわいわい過ごす所（それぞれやりたい事は違う）と一人，二人ほどで落ち着いて過ごす所両方必要では。
（そのための照明，設備）

問８ 「3.その他」（13％）は，どんな人か？ その居場所にいく気力がわかない（心理的），センサリールームなどのリラクゼーションルームの設置が必要では。

問9 「行ってみたい」居場所は？ 堅苦しい，よそよそしい，礼儀正しくしなきゃ⇒我を出せない⇒気を使ってしまうこともあるのでは。

問９
自分の足で行動する。現地に訪れるという
イメージがない

インターネット，SNS環境の普及により，バーチャル空間やライブ配信を画面で見る生活が安定化しているのでは。

問９ 受動性が強くなっている 主体的，能動的なものにすることが大切なのでは。

問９
一人の時間も大切！
みんなで話せる場も大切！

団体間，まとまり感を出すのは良くないのでは。
ひとことで施設化するのは危ない⇒ニーズが時と場合で違ってくる。
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５ 中高生世代の居場所に関するアンケート結果(GWの概要)
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NO 疑問，意見，協議内容 考 察

問７，９
「1.祖父母・親戚の家」（22％），「2.友達の家」（15％）など，元々繋がりのある間柄による
居場所だけでなく，繋がりがなくても誰でも利用できる居場所があるとよい。

問７，９ 問７と問９の比較。「ほっとできる居場所」とは。一人でいられることが大切。干渉されるのは「×」

問７，９
問７，問９ともに「５.好きな事をして自由に過
ごせる」の割合が大きい

自分が置かれている場所のルールがきびしいから自分らしく過ごせないのでは。

問７は問５で居
場所が「ある」，
問９は問５で居
場所が「ない」
と回答した方
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６ 中高生世代の居場所に関するアンケート結果(GWの概要)
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NO 疑問，意見，協議内容 考 察

問１０ 一人で来ても楽しめるような場所 知り合いだけの場所だけではなく知らない人も知り合える場所

問１０ 認知度が低い PR広告（キャラクター使用）や学校へのプリントとしての配布による周知

問１０
全ての選択肢の回答が全体的に多い。しか
し「７.話を聞いてくれたり・・・」は少な
め。

要望が多く，いろいろなことができる場所がほしい。よく知らない人に話したり，サポートされるの
が心配なのか。又は必要ないのか。

問１０ 第三の居場所があると幸福度が上がる。無料の方がよい

問１０
自分の好きな事を語り合いたい。認めても
らいたいと思っている人が多いと感じた

あまり知られていないものが好きな人とかは萎縮してしまったり・・・？？


